
本号がお手元に届く頃には，分析機器展は終了

していると思いますが，分析機器展を主催してい

る日本分析機器工業会がホームページを公開し，

同時に分析機器展のページを設けておりました。

ご覧になったでしょうか。また，この欄を作成し

ている時点ではまだ詳細が決定しておりません

が，会場内に日本分析化学会のP Rコーナーが設置

され，学会活動等の紹介が行われる予定です。こ

のP Rコーナーの一部をお借りして日本分析化学会

のホームページを紹介する予定でおります。現時

点では，どのような方法でインターネットへの接

続が可能になるかわかりませんが，P Rコーナーか

らオンラインでアクセスができない場合も，オフ

ラインで体験できるように考えております。さて，

問題なく動作し，体験いただけているとよいので

すが。

この体験コーナー向けに，今W i n d o w s 9 5にホー

ムページのファイルを移植しておりますが，想像

以上に大変な作業になってしまいました。最も大

きなトラブルは，ファイル名に使える文字数と拡

張子の制限です。多数のファイルがありますので，

わかりやすいように少し長いファイル名を付けて

いましたが，このファイルをW i n d o w s 9 5にコピー

したところ，テキストファイル名がすべて変更さ

れてしまいました。これを変更しなければなりま

せんが，ファイル名の変更は，ページを記述して

いる本文にまで影響しますので，書き直すだけで

も大変な手間となりました。今回は手作業で全て

変更しましたが，今後もこうした可能性があると

思います。なにかよいユーティリティか，方法が

ありますでしょうか。お教えいただければ幸いで

す。ホームページ作成用の専用アプリケーション

を使うとよいのでしょうが，まだ入手できず，エ

ディタで記述しています。

「化学の広場」 ：本号で紹介する発言範囲

発言番号：2765～2846

期間：96/7/01 ～96/7/31

〔Ｑ＆Ａ〕

ホールピペットは不正確＜関連発言番号＞2765, 2766, 2770, 2832

アセニトが分析できるG C充填剤＜関連発言番号＞(2764), 2771,

2774, 2776, 2780

野菜中のシュウ酸測定＜関連発言番号＞2772, 2782, 2784, 2794 

泥炭地の油状フィルムについて＜関連発言番号＞2775

ｹﾙﾀﾞｰﾙﾌﾗｽｺの洗浄＜関連発言番号＞2781, 2786, 2790, 2814 

ガスクロの水分分析について＜関連発言番号＞2783, 2787, 2792

機器分析データのピーク分離ソフト＜関連発言番号＞2788

ｶ ｽ ｶﾞﾏ ｲ ｼ ﾝ･ ﾊ ゙ ﾘ ﾀﾞｼ ﾝ分析法＜関連発言番号＞2789, 2796, 2806,

2810, 2826, 2831

ｱ ﾐ ﾉ酸の分析方法＜関連発言番号＞2791, 2795, 2797, 2799, 2800,

2802, 2804, 2807, 2808

ｱﾐﾉ酸のDL分離と乳蛋白の分離定量＜関連発言番号＞2798, 2803,

2809

中和滴定と定量＜関連発言番号＞2801, 2819

"analyte"って単語＜関連発言番号＞2812, 2813, 2816, 2817, 2825

新計量法下での分銅について＜関連発言番号＞2828, 2843 

R-Hg, PCBの資料＜関連発言番号＞2830

O - 1 5 7での同定法＜関連発言番号＞2835, 2836, 2837, 2838, 2839,

2844

固体表面での化学反応について＜関連発言番号＞2842

ＷＨＯの水質基準値＜関連発言番号＞2846

〔固相抽出の脱水〕

＜関連発言番号＞2769, 2777, 2778, 2779, 2785

〔濃度計量証明書と分析報告書〕

＜関連発言番号＞2815, 2821, 2822, 2824, 2829, 2834, 2840, 2841,

2845

〔タイトルサービス〕

「環境と測定技術」，「ぶんせき」，「水情報」

＜関連発言番号＞2768, 2811, 2818, 2833, 

〔その他〕

1 9 9 6年6月のアクティブリスト，来年の BMS カンファレンス，

Mackayのフガシティーモデル

＜関連発言番号＞2773, 2793, 2823 

日本分析化学会のホームページ

本号では，年会・討論会のページを紹介します。前々

号で紹介しましたホームページの年会・討論会のアイコ

「ぶんせき」電子掲示板
「年会・討論会」のページ



ンを選択しますと，5月下旬に松山で開催されました第5 7

回分析化学討論会と9月下旬に仙台で開催されます第4 5年

会の紹介ページに移ります。さらに，ここからそれぞれ

討論会，年会を選択しますとそれぞれのページに移りま

す。年会のページのプログラムを選択しますと，第4 5年

会のプログラムメニューページが表示されます。プログ

ラムは，会場ごとのページになっておりますので，まず

会場を選択してください。各会場ごとのページでは，さ

らに発表日を選択することでその日のプログラムの先頭

にジャンプします。見やすいように考えたのですが，ま

だまだ検討の余地がありそうです。次回以降の参考にさ

せていただきたいと思いますので，ご意見やアイディア

をお寄せください。
〔「ぶんせき」編集委員会〕




